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ＦＡＱ 
 

 

Ｑ１．吉川允二記念核融合エネルギー奨励賞（以下、賞）の決定時期を教えてください。 

 

Ａ１．授賞の決定時期は令和 7年 1月～2月頃の見込みです。 

 

 

Ｑ２．研究・活動等業績リストは、申請の対象となる活動に係るものだけ記載するのでしょうか。あるいは、

申請者の業績は全て対象になるのでしょうか。また、様式 1-6で選んだ主要な業績は、申請の対象となる活

動に係るもののみが対象になるのでしょうか。それとも、申請者の全活動の中での主要な業績でいいのでし

ょうか。 

 

Ａ２．研究・活動等業績リストと主要な業績の要旨をどう書き込むかは、どう並べるかを含めて、応募者の

知恵の出しどころです。論文数ではなく、その研究や活動の成果の質の高さ、拡がり（応用など）、深さ（学

術基盤など）、社会への影響などが選考委員に適確に伝わることが肝要です。主要な業績の要旨を一つに絞

り込んだ記載でも構いませんし、複数の成果からなる総合的な実績を強調されても構いません。 

 

 

Ｑ３． 申請書を作成するに当たり、申請者の全業績審査のような印象を受けました。特定の研究成果が対象

ではないのでしょうか。 

 

Ａ３． 賞は、「ITERや BAなどに代表される未来の核融合エネルギーの実現に寄与しうる国内外の研究・技

術開発活動、調査活動、社会連携・貢献活動等の中で、若手人材による優れた成果を顕彰する」ことを主な

目的とし、「国内外の若手の研究者・技術者・教育者・サイエンスコミュニケータ、アウトリーチ活動等に貢

献した者が行った優れた成果」を対象としております。従って、全業績審査ではありません。 

 

 

Ｑ４．賞に応募する若手研究者・技術者は核融合エネルギーフォーラムの会員でなくても可能でしょうか？ 

 

Ａ４．会員である必要はありません。ただし、賞に関する補足的な案内を会員メールで発しておりますので、

入会された方が必要な情報をいち早く入手できる便利さはあると思います。 

 

 

Ｑ５．連名での申し込みは可能でしょうか。 

 

Ａ５．申請は「原則個人」ですが、連名での応募が適切かつ不可分で特別な対応が必要と考えられる場合に

限り受け付けます。 

 

 

Ｑ６．過去に本賞に申請したものの受賞できなかった活動でも、内容を見直した上であらためて申請するこ

とができますか。 

 

Ａ６．可能です。あらためて審査します。過去の申請からの進展や新しい展開がわかるような記述で申請し

てください。 
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